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I -1.害虫防除に利用する微生物の探索および特性解明

1.目的

果樹試験場保護部天敵微生物研究室

抑沼勝彦

害虫の微生物的防除を確立するためには，対象となる害虫に対する病原力が強い，大量増殖が容易

である，利用する環境に適応できる，他の生物に病原性がないといった優れた性質を有する微生物を

選抜する必要がある。当研究室においてはモモシンクイガ，クリシギゾウムシなど土壌中で蛹化する

果樹害虫の防除に有効な微生物特に昆虫寄生菌を探索しているが，今のとのころ防除に利用できる優

れた性質を兼ね備えたものは得られていない。そこで今回の探索は今まで探索していなかった環境の

なかからこれらの害虫の寄生菌を収集し，優れた性質を持つ菌株を選抜する。

2.経過

対象とする害虫の昆虫寄生菌を探索する場合本来その害虫が野外で自然に感染した個体を採集し，

そこから菌を分離するのが望ましいが，モモシンクイガやクリシギゾウムシなど土壌中で蛹化する害

虫は健全な個体を野外の土壌中から採集すること自体が難しく，ましてや菌に感染した個体を採集す

るのは非常に困難である。以上の理由で，今のところ寄生菌の収集は，土壌を採集しそれからあとに

述べる 2種類の方法を使って行っている。土壌採集の経過は以下の通りである。

a) 7月27日，長野県諏訪郡富士見町西岳国有林内のカラマツ林の土壌を採集した。

b) 7月28日，長野県上伊那郡宮田村北御所国有林および黒川国有林内のカラマツ林の土壌を採集

した。

C) 10月22日，岩手県盛岡市下厨川果樹試験場盛岡支場内リンゴ園の土壌を採集した。

d) 10月23日，青森県弘前市の慣行防除（殺菌剤および殺虫剤が多く散布されている）のリンゴ園，

南津軽郡田舎館村内の粗放管理のリンゴ園，黒石市出石田内の放任のリンゴ園，および黒石市

牡丹平青森県りんご試験場内リンゴ園の土壌を採集した。

e) 10月24日，青森県南津軽郡平賀町内の元リンゴ園で現在畑地となっている所，および麦畑の土

壌を採集した。

f) 12月8日，静岡県清水市興津中町果樹試験場興津支場内ミカン園の土壌を採集した。

3.収集成果

I.モモシンクイガ放飼による分離

1)方法

採集した土壌200gを直径8cm高さ 9cmのプラスチック製の容器に入れ， リンゴで人工飼育したモ
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モシンクイガの幼虫を放飼し (20頭／容器），土壌中で蛹化させた。約 2週間後，羽化した成虫および

昆虫寄生菌に感染致死した幼虫の数を調べた。感染死虫からクロラムフェニコール添加の Sabouraud

寒天培地を用いて菌の分離を行い，菌種を同定した。

2)結果

a) とb)の森林土壌からはMetarhiziumanisopliae, Paecilomyces fumosoroseus, P. farinosusが分離さ

れた。 M.anisopliaeは採集した15点のうち 5点の土壌で感染致死がみられた。この菌に感染致死した

繭の内部は暗緑色の分生子が充満していた。 P.fumosoroseusに感染致死したモモシンクイガの幼虫は

2点の土壌で得られ，感染死虫の繭からは数mmの菌糸束が伸長し，淡紅色の分生子を多数形成してい

た。 P.f arinosusは2点の土壌から分離された。感染死虫の繭からは約 1cm程度の菌糸束が伸び白色

の分生子を形成していた。

C)のリンゴ園から採集した土壌28点のうち 7点の土壌から M.anisopliaeに感染致死した幼虫が得

られた。他の寄生菌の感染はみられなかった。

d) とe)のリンゴ園から採集した土壌31点のうち 7点の土壌から M.anisopliae感染死虫が得られ

た。

f)のミカン園の採集した土壌15点のうち 7点の土壌から M.anisopliae感染死虫が得られた。他に

P. fumosoroseus, Beauveria bassianaが感染致死した幼虫が得られた。後者の菌に感染致死した場合繭

全体が黄白色の分生子でおおわれていた。両菌とも羽化後の成虫に感染がみられた場合があった。

なお分離したM.anisopliaeはすべて分生子の大きさから小型分生子型のM.anisopliae var. anisopliae 

であった。培地上の生育および，分生子形成はともに良好であった。

II.選択培地による昆虫寄生菌の分離

1)方法

選択培地はMetarhizium分離用選択培地（オートミール30g,寒天20g,蒸留水1,000叫，塩基性

硫酸銅0.86g, PCNB水和剤0.67 g,クロラムフェニコール0.3g,硫酸ストレプトマイシン0.3g, 

pH6.0) と硬化病菌分離用選択培地（プドウ糖10g,ペプトン10g,牛胆汁末15g,ローズベンガル

66mg,寒天30g,蒸留水1,000叫クロラムフェニコール500μg I叫，シクロヘキシミド250μg／叫）

の2種類を使用した。採集した土壌を0.02%Tween40添加の滅菌水で希釈し， 15分間振盪後，培地

に接種した。 10日後にコロニーの数を調べ， Sabouraud寒天培地に移植し，菌種を同定した。また，

M. anisopliaeに関してはコロニー数より土壌中の生息密度を推定した。

2)結果

選択培地によって分離できたのはM.anisopliaeとB.bassianaであった。前者の菌は採集した98点

の土壌のうち72点の土壌から分離できた。 Iのモモシンクイガの放飼による分離でこの菌の感染死虫

が得られた土壌からはすべて選択培地でこの菌が分離できた。しかし， a), b), c)の森林土壌中

からは多くは分離できなかった。培地上の分生子の色は大部分が暗緑色で，菌の生育および分生子形

成は良好であった。土壌中の生息密度が最も高かったのは d)のリンゴの樹の洞内に蓄積した土壌で，

7.6X 10賢olonyforming unit / 1 g風乾土と推定された。他の洞内に蓄積した土壌にも105を越えるも

のがあった。

-2-



B. bassianaはM.anisopliaeに比べると分離される頻度は少なかった。培地上の生育は良好な菌株と

そうでないものがあり，また培地中に赤色の色素を分泌するものとしないものがあった。

m．モモシンクイガに対する病原性
1)方法

分離した菌の分生子をモモシンクイガの幼虫に接種して，病原性を調べた。

2)結果

接種したM.anisopliaeとP.fumosoroseusのすべての菌株はモモシンクイガに対して病原性を有して

いた。 B.bassianaとP.f arinosusにも病原性はあったが，病原力は弱かった。

なおクリシギゾウムシに対する病原性あるいは農薬に対する感受性程度の調査は今後行う予定であ

る。

4.所感

M. anisopliaeはさまざまな環境の土壌から多くの菌株を得ることができた。農薬特に殺菌剤を頻繁

に使用するリンゴ園の土壌からも多数分離できたことは殺菌剤に耐性を示す菌株の獲得が期待できそ

うである。またリンゴの樹の洞内に蓄積した土壌中にこの菌が高密度で生息している傾向がみられた。

このことはこの菌がどのような土壌で安定して生息することができるのかを知る手がかりとして非常

に典味深いことである。今回の探索でモモシンクイガに対して病原性がある程度認められる菌株を多

数獲得することができたが，当研究室保存の菌株より優れた性質を持つものを得ることはできなかっ

た。

P. fumosoroseusはもともとモモシンクイガに対して病原力が強い種として知られているが，今回の

探索では 3菌株しか分離することができなかったこともあり，保存菌株より優れた菌株を得ることは

できなかった。 B.bassianaや P.f arinosusは予想したより多くの菌株を分離することができたが，モ

モシンクイガに対しての病原力が弱く利用にはいたらないと思われた。

以上のように今回の探索においては微生物的防除に利用できるような優れた寄生菌を得ることはで

きなかった。今後も引き続き菌の収集を行い，より優れた性質を有する菌株の探索が心要であると思

われた。

（協力機関）

農林水産省林業試験場（現森林総合研究所）

諏訪営林署

駒ケ根営林署

農林水産省果樹試験場盛岡支場

青森県りんご試験場

農林水産省果樹試験場興津支場
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表1.探索・収集 日程表

月日（曜日） 旅 程 行 動 内 容

7月27日(月) 筑波～長野県諏訪郡富士見町 西岳国有林内の土壌を採集

～諏訪市

7月28日伏 諏訪市～上伊那郡宮田村 北御所国有林，黒川国有林内の土壌を採

～駒ケ根市 集

7月29日（水） 駒ケ根市～筑波

10月22日(月) 筑波～岩手県盛岡市 果樹試験場盛岡支場内のリンゴ園で土壌

を採集

10月23日肉 盛岡市～青森県弘前市 3か所のリンゴ園および青森県りんご試

～南津軽郡田舎館村～黒石市 験場内の土壌を採集

10月24日（水） 黒石市～南津軽郡平賀町 元リンゴ園の土壌を採集

～筑波

12月7日(A) つくば市～静岡県清水市

12月8日因 清水市～つくば市 果樹試験場興津支場内のミカン園で土壌

を採集

表2．収集物の種類とその収集点数

収集物の種類 収集点数

Metarhizium anisopliae 72 

Beauveria bassiana 12 

Paecilomyces fumosoroseus 3 

Paecilomyces f arinosus 3 
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図1 探索収集地域と主な収集地点の行程図
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表3．国内微生物遺伝資源の現地収集実績（62年度調査分）

微生物群 微生物種類 利用区分 酉株整理番号 対象微生物（属・種名または且的微生物） 分離源

100 04 12 1 Beauveria bassiana 土 壌

ク ク ク 2 ク ケ

ク ，，，， ケ 3 Metarhizium anisopliae 土 壌

ケ ク ケ 4 ，，， ', 

ケ ケ ヶ 5 ク ，，，， 

，，， ケ ケ 6 ケ ケ

ケ ク ケ 7 ，，， ，，， 

ク ，，， ケ 8 Beauveria bassiana 土 壌

ク ケ ク ， ，，， ケ

ケ ク ケ 10 ク ケ

ク ケ ケ 11 ，，，， ケ

ケ ケ ケ 12 ，， ク

ケ ク ケ 13 ク ク

ケ ク ク 14 Paecilomyces farinosus 土 壌

ク ，，，， ク 15 ク ク

ク ケ ク 16 ク ク

ケ ケ ク 17 Paecilomyces fumosoroseus 土 壌

ク ケ ケ 18 Metarhizium anisopliae 土 壌

ク ，，， ク 19 ケ ク

ク ケ ク 20 ケ ク

ク .,., 
ケ 21 ケ ク

ク /，， ケ 22 ク ク

ケ ケ ，，， 23 ク ケ

ク ケ ', 24 ケ /, 

，，， ケ ク 25 ，，，， ，，，， 

ク ，，., ケ 26 ケ ケ

，，，， ク ケ 27 ク ク

ク ク ク 28 ク ク

，，，， ク ケ 29 ク ク

ケ ク ク 30 ク ク
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収集年月 収集場所 特 記 事 項

1987年7月 長野県諏訪郡富士見町 カラマツ林の土壌より分離

ク ケ ク

1987年7月 長野県上伊那郡宮田村 ク

ク ケ ク

ケ ク ク

，，，， ク ク

ク ク ク

1987年7月 長野県上伊那郡宮田村 ,., 

ク ク ク

ク ケ ク

ケ ，，，， ク

ク ク ク

ケ ク ，，， 

1987年7月 長野県上伊那郡宮田村 り病したモモシンクイガの幼虫より分離

ケ ，，，， ク

', ケ ク

1987年7月 長野県上伊那郡宮田村 り病したモモシンクイガの幼虫より分離

1987年10月 岩手県盛岡市果樹試盛岡支場

，，， ク

ケ ク

ケ ク

ケ ク

ケ ケ

ク ク

ク ク

ク ク

ク ケ

ケ ケ

，，， ケ

ケ ケ
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微生物群 微生物種類 利用区分 菌株整理番号 対象微生物（属・種名または目的微生物） 分離源

100 04 12 31 Metarhizium anisopliae 土 壌

ケ ク ク 32 ク ケ

ク ケ ，，，， 33 ，， 
ケ

ケ ク ク 34 .,., ク

ケ ク ク 35 ク ク

ケ ケ ク 36 ，，，， ケ

ク ク ，，，， 37 ケ ケ

ケ .,, ク 38 ケ ケ

ク ケ ケ 39 ク ケ

ケ ケ ，，，， 40 Metarhizium anisopliae 土 壌

ク ，，， ク 41 ケ ケ

ケ ，ヶ ヶ 42 ク ケ

，，， ケ ク 43 ケ ーケ

，，， ，，，， ヶ 44 ク ク

ク ケ ，，，， 45 ク ク

ク ケ ク 46 ケ ケ

ク ケ ケ 47 ケ ク

，，， ケ ケ 48 ク ，，，， 

ク ク ケ 49 Beauveria bassiana 土 壌

ク ケ ク 50 ケ ク

ク ，，， ケ 51 Metarhizium anisopliae 土 壌

ケ ，，，， ケ 52 ケ ク

ケ ク ケ 53 ケ ケ

ク ケ ケ 54 ク ケ

ク ケ ，，， 55 ク ケ

ケ ケ ケ 56 Beauveria bassiana 土 壌

ケ ，，， ク 57 Metarhizium anisopliae 土 壌

ク ケ ケ 58 ク ケ

ケ ケ ケ 59 ク ケ

ケ ク ケ 60 ケ ケ
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収集年月 収集場所 特 記 事 項

1987年10月 岩手県盛岡市果樹試盛圃支場

ク ケ

ケ ク

ケ ケ

ク ク

ク ケ

，，， ク

ク ケ

ケ ケ

1987年10月 青森県南津軽郡田舎館村 リンゴの粗放園の土壌より分離

ク ク ケ

ク ケ ク

ク ケ ケ

ク ケ ク

ケ ク ケ

ク ク リンゴの樹にできた洞内の土壌より分離

ク ケ ク

ケ ケ ケ

1987年10月 青森県南津軽郡田舎館村 リンゴの粗放園の土壌より分離

ク ク ク

1987年10月 青森県黒石市 リンゴの放任園の土壌より分離

ケ ク ク

，，， ク ケ

ク ケ ケ

ク ケ ケ

1987年10月 青森県黒石市 ケ

1987年10月 青り森ん県ご黒試験石場市青森県

ヶ ク

ク ク

ク ヶ 慣行防除のリンゴ園の土壌より分離

＿，＿  



微生物群 徴生物種類 利用区分 菌株整理番号 対象微生物（属・種名または目的微生物） 分離源

100 04 12 61 Metarhizium anisopliae 土 壌

ケ ，，， ，，， 62 ケ ケ

ク ケ ク 63 ケ ケ

ケ ケ ケ 64 ク ，，， 

ケ ク ケ 65 ，，，， 
ク

ク ク ケ 66 ケ ，，， 

ケ ケ ケ 67 ク ケ

ケ ク ク 68 ク ケ

ク ケ ケ 69 ク ク

ケ ケ ケ 70 ク ，，， 

ケ ケ ケ 71 Beauveria bassiana 土 壌

ク ケ ク 72 Metarhizium anisopliae 土 壌

ク ケ ク 73 ケ ク

ク ク ク 74 ，，， ケ

ケ ク ク 75 Metarhizium anisopliae 土 壌

ク ，，， ク 76 ケ ク

ケ ク ク 77 ク ク

ケ ，，， ，，，， 78 ケ ケ

ケ ケ ケ 79 ケ ，，， 

ケ ケ ク 80 ク ', 

ケ ケ ク 81 Metarhizium anisopliae 土 壌

ケ ケ ケ 82 ク ，，，， 

ク ケ ク 83 ク ,., 

ケ ケ ク 84 ケ .,., 

ケ ケ ，，， 85 ク ，，，， 

ク ケ ケ 86 ク ', 

', ク ケ 87 ク ク

ク ，，， ケ 88 ケ ク

ク ク ，，，， 89 Paecilomyces fumosoroseus 土 壌

ク ，，， ケ 90 ク ク
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収集年月 収集場所 特 記 事 項

1987年10月 青り森ん県ご黒試験石市場青森県 憤行防除のリンゴ園の土壌より分離

，，， ，，， ，，， 

ケ ク ，，， 

ク ク ク

ク ク ，，，， 

ク ク リンゴの樹にできた洞内の土壌より分離

', ク ク

ケ ，，，， ク

ク ク ク

ク ケ ク

1987年10月 青り森ん県ご黒試石験市場青森県 慣行防除のリンゴ園の土壌より分離

1987年10月 青森県南津軽郡平賀町 元リンゴ園の土壌より分離

ケ ケ ，，， 

ケ ク 麦畑の土壌より分離

1987年12月 静圃県清水市果樹試典津支場 ミカン園の土壌より分離

，，， ク ク

，，， ク ク

ケ ク ケ

，，， ク ク

，，， ，，，， ク

1987年12月 静岡県清水市果樹試興津支場 ミカン園の土壌より分離

ケ ケ ク

ケ ケ ク

ク ケ ク

ケ ，，， ク

ク ク ，，， 

ク ケ ク

，，， ク ク

1987年12月 静岡県清水市果樹試興津支場 り病したモモシンクイガの幼虫より分離

ケ ク ク
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